
●調査対象：全国の全日制高等学校4721校
●調査方法：郵送調査＋インターネット調査
※校長・進路指導宛に調査票を郵送、回答を記入の上郵送また
は記載のURLからインターネット調査に回答
●調査期間：2022年8月4日（木）～9月9日（金）
●有効回答数：943校（回収率20.0％）

注）前回調査は新型コロナウイルス感染症（COVID-19）影響によ
り当初予定2020年を2021年に変更し実施。また、2016年（第
19回）までは高校の進路指導やキャリア教育の実態を明らかにす
るため「高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」として実施。

【回答者プロフィール】
●設置者別
国公立676校（71.7％） 私立267校（28.3％）
●高校タイプ別
普通科単独校535校（56.7％） 普通科と他学科併設223校
（23.6％） 総合学科60校（6.4％） 専門学科109校（11.6％） 
その他12校（1.3％） 無回答4校（0.4％）
●地域区分
北海道75校（8.0％） 東北100校（10.6％） 北関東・甲信越
110校（11.7％） 南関東164校（17.4％） 東海130校（13.8％） 
北陸23校（2.4％） 関西99校（10.5％） 中国・四国110校（11.7
％）九州・沖縄132校（14.0％）
●校務分掌別（※複数部署による回答校あり）
校長3校（0.3％） 副校長・教頭25校（2.7％） 主幹教諭46校
（4.9％） 教務主任25校（2.7％） 進路指導主事758校（80.4％） 
学年主任12校（1.3％） 進路指導部157校（16.6％） 教務部9
校（1.0％） 学年担当38校（4.0％） その他25校（2.7％） 無回
答2校（0.2％）

※本文では調査データを小数点第一位四捨五入で記載しています。
※カテゴリーごとに「2022年 全体」の降順にソート

「高校教育改革に関する調査2022」結果詳細はリクルート進学総研Webサイト（https://souken.shingakunet.com/research/）でご覧いただけます。
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今後の教育活動におけるICT活用方法 （全体／複数回答）図1
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学校と家庭との
コミュニケーション
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ホームルームの実施
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協力の強化
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まだ活用のイメージが
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イ
ン
に
よ
る
双
方
向
型
授
業
・
学
習
支
援
」、

３
位「
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
授
業
」。
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
で
は
【
宿
題
・
課

題
の
配
信
】に
次
い
で
【
授
業
で
の
活
用
】が

高
く
、い
ず
れ
か
１
つ
で
も
選
択
し
た
合
計

の
割
合
は
74
％
に
の
ぼ
る
。
前
回
比
で
は

「
宿
題
・
課
題
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
布
」が

＋
６
ポ
イ
ン
ト（
以
下
、Ｐ
）の
一
方
、「
動
画

配
信
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
授
業
」、「
学

校
と
家
庭
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ビ

デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
の
実
施
」が
４
〜
８
Ｐ
低
下
。
休
校
や

登
校
自
粛
を
前
提
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
減

っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
導
入
が
加
速
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、現
在
98
％
の
高
校
で
、授
業
・

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
・
探
究
な
ど
の
教
育
活
動
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。
前
回（
97
％
）か
ら
は
微

増
だ
が
内
訳
に
変
化
が
あ
り
、「
教
員
個
人

で
の
活
用
」が
減
り（
31
％
↓
18
％
）、「
学
校

全
体
で
組
織
的
に
活
用
」が
51
％
↓
60
％
と

大
き
く
増
え
て
い
る（
図
表
は
割
愛
）。

　

今
後
想
定
し
て
い
る
活
用
方
法
の
上
位

に
変
化
は
な
く（
図
１
）、１
位「
宿
題
・
課
題

等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
布
」、２
位「
オ
ン
ラ

学
校
全
体
で
の
活
用
が
進
み
７
割
超
が

「
授
業
」「
宿
題
・
課
題
」で
活
用

編
集
部
で
は
22
回
目
と
な
る「
高
校
教
育
改
革
に
関
す
る
調
査
」
を

昨
年
８
月
に
実
施
。
本
特
集
は
、
前
半
で
コ
ロ
ナ
禍
で
導
入
が
進
ん

だ「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」や
今
年
度
1
年
生
か
ら
実
施
の「
新
学
習
指
導

要
領
」へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
現
状
や
課
題
を
解

説
。
後
半
に『
月
刊
高
校
教
育
』の
編
集
担
当
を
迎
え
た
特
別
対
談

で
、
み
え
て
き
た
課
題
に
ど
う
向
き
合
う
か
考
え
ま
す
。

構成・文／平林夏生

「高校教育改革に関する調査 2022」

授業での活用・計

コミュニケーション活用・計

宿題・課題の配信

外部との連携力強化・計
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活
用
推
進
の
取
組（
図
４
）の
1
位
は「
先

生
方
の
研
修
の
強
化（
校
内
・
校
外
）」63
％
、

２
位
は
前
回
比
＋
９
Ｐ
の
「
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
・
教
材
の
活
用
」。
前
回
比
で
は「
専
門
家

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
を
導
入
」も
増
え
、「
検
討
／
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
・
任
命
」、「
推
進
計
画

の
立
案
と
教
員
間
で
の
共
有
」は
低
下
し
た
。

体
制
を
整
え
る
初
期
の
取
組
か
ら
、専
門
家

の
力
を
借
り
つ
つ
教
員
の
知
識
不
足
や
負

担
を
解
決
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
す
段
階

へ
移
行
す
る
流
れ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

で
は「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
狙
い
た
い

効
果
・
変
化
」と
し
て
何
が
期
待
さ
れ
て
い

る
の
か（
図
２
）。
1
位
は「
生
徒
の
興
味
を

喚
起
し
、学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

る
」64
％
、以
下「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分

に
合
っ
た
方
法
や
進
度
で
学
習
で
き
る
」、

「
先
生
方
の
負
担
軽
減
・
校
務
の
効
率
化
」

（
共
に
51
％
）。
前
回
比
で
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
保
護
者
と
の
連
携
強
化
」、

「
授
業
外
の
家
庭
学
習（
課
題
）等
も
含
め
、

生
徒
の
学
習
時
間
の
伸
長
」が
減
り
、「
先

生
方
の
負
担
軽
減
・
校
務
の
効
率
化
」「
学

習
ロ
グ
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
等
を
活
用
し
た
、

先
生
の
授
業
や
各
種
指
導
の
質
向
上
」が

増
え
た
。
教
員
自
身
の
課
題
解
決
に
向
け

た
活
用
へ
の
変
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
。
た

だ
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
１
か
ら
は
、生
徒
、教
員

共
に
功
罪
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
あ
た
っ
て
の

課
題
と
推
進
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
見
て

い
こ
う
。
今
後
の
課
題（
図
３
）の
1
位
は

「
教
員
の
知
識
・
理
解
不
足
」65
％
、僅
差
で

「
教
員
の
負
担
の
大
き
さ
」64
％
が
続
く
。カ

テ
ゴ
リ
ー
別
で
も
【
教
員
の
対
応
】は
高
く
、

い
ず
れ
か
１
つ
で
も
選
択
し
た
割
合
は
95
％

に
の
ぼ
る
。

狙
う
効
果
１
位
は「
生
徒
の
興
味
喚
起
」。

教
員
自
身
の
課
題
解
決
活
用
が
増
加

課
題
は「
教
員
の
知
識
・
理
解
不
足
」

方
策
は「
教
員
の
研
修
強
化
」

生
徒
の
興
味
を
喚
起
し
、

学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
る

生
徒
一
人
ひ
と
り
が

自
分
に
合
っ
た
方
法
や

進
度
で
学
習
で
き
る

先
生
方
の
負
担
軽
減
・

校
務
の
効
率
化

多
様
な
リ
ソ
ー
ス
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
こ
と
に
よ
る
生
徒

の
学
び
の
深
ま
り

授
業
外
の
家
庭
学
習

（
課
題
）等
も
含
め
、生
徒
の

学
習
時
間
の
伸
長

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、効

果
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
や
協
働
学
習
を
実
施

生
徒
自
身
が
自
分
に
最
適

な
学
習
を
探
り
な
が
ら
自

学
自
習
で
き
る
よ
う
に
な
る

学
習
ロ
グ
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

等
を
活
用
し
た
、先
生
の
授

業
や
各
種
指
導
の
質
向
上

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

保
護
者
と
の
連
携
強
化

そ
の
他
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ICTの活用によって狙いたい効果・変化 （全体／複数回答）図2

※「2022年 全体」の降順にソート

（n＝943）2022年全体
各項目の計

65.4 63.6 38.4 33.3 29.7 28.2 49.8 45.6 28.6 10.7 37.1
37.1

 4.3  2.3

80

60

40

20

0

（％）

教
員
の
知
識
・

理
解
不
足

教
員
の
負
担
の

大
き
さ

教
員
の

指
導
力
不
足

教
員
間
の

共
通
認
識
不
足

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
使
用
に
よ

る
健
康
面
の
影
響
等

生
徒
の
意
欲
や

学
力
の
低
下
・
欠
如

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
な
ど

ネ
ッ
ト
環
境
が
不
十
分

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
や

機
器
状
態
の
管
理

端
末
や

デ
バ
イ
ス
の
不
足

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
予
算
が

不
十
分

そ
の
他

特
に
な
い

ICT活用にあたっての課題 （全体／複数回答）図3

※カテゴリーごとに降順にソート

先
生
方
の
研
修
の
強
化

（
校
内
・
校
外
）

デ
ジ
タ
ル
教
科
書・
教
材
の

活
用

推
進
計
画
の
立
案
と

教
員
間
で
の
共
有

検
討
／
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
立
ち
上
げ
・
任
命

専
門
家
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
導
入

先
進
校
へ
の
視
察

生
徒
の
巻
き
込
み

保
護
者
と
の
連
携
、

協
力
の
強
化

教
育
委
員
会
と
の
連
携
、

協
力
の
強
化

地
域
社
会
や
海
外
と
の

連
携
、協
力
の
強
化

そ
の
他

他
の
高
校
と
の
連
携
、

協
力
の
強
化

特
に
な
い
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GIGAスクール構想の進捗を踏まえたICT活用推進に向けての取組 （全体／複数回答）図4

※「2022年 全体」の降順にソート

95.0

教員の対応 生徒の対応・影響

50.6

利用環境

79.7
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●ICTを活用することで、授業進度は
速くなった［群馬県／県立／普通科］
●業務改善。生徒の考えをダイレク
トに授業にフィードバックできる点でメ
リットが大きい［秋田県／県立／普
通科と他学科併設］
●ICTを活用してどうしたら業務削減
ができるかを考えるようになった［北
海道／道立／普通科］
●教員は「教えたつもり」、生徒は「わ
かったつもり」になりやすい［東京都
／私立／普通科］
●授業や活動への参加意欲が向上
し、クラス内の作業で孤立しがちな
生徒も積極的に関わろうと努めてい
る［茨城県／県立／総合学科］
●学びに向かう姿勢によってICTへ
の取組に差が生じ、広い意味での学
力差が生まれた［神奈川県／県立
／普通科］
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取
組
校
に
４
つ
の
力
を
提
示
し
、生
徒
の
変

化
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
（
図
６
）、変
化（
向

上
）を
感
じ
て
い
る
割
合
は【
主
体
性
・
多
様

性
・
協
働
性
】61
％
、【
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
】53
％
、【
学
び
に
向
か
う
姿
勢
】44
％

で
、こ
れ
ら
３
つ
の
力
は
「
そ
う
思
わ
な
い
・

計
」を
大
き
く
上
回
り
、向
上
が
実
感
さ
れ

【
評
価
】は
71
％
と
最
も
低
く
、４
校
に
１
校

程
度
が「
縮
小
ま
た
は
中
止
し
た
」と
回
答

し
て
い
る
。
３
年
間
の
移
行
期
間
を
経
て
は

い
た
が
、新
し
い
３
つ
の
観
点
別
評
価
は
導

入
に
苦
戦
す
る
高
校
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

取
組
に
あ
た
り
課
題
の
あ
る
教
科
を
３

つ
ま
で
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
（
表
１
）、

「
情
報
」が
46
％
と
突
出
し
て
高
い
。
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
内
容
が
増
え
た
こ
と
で

対
応
で
き
る
教
員
の
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
２
位
は
構
成
が
大
き
く

変
更
さ
れ
た「
地
理
歴
史
」37
％
、３
位「
国

語
」33
％
、４
位「
数
学
」25
％
と
必
修
科
目

が
新
設
さ
れ
た
教
科
が
上
位
と
な
っ
た
。

 

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
核
に

位
置
づ
け
る
」こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」は
、今
回
95
％
の
学

校
で
取
組
が
進
ん
で
い
た（
図
表
は
割
愛
）。

　

今
年
度
よ
り
学
年
進
行
で
実
施
の
「
新

学
習
指
導
要
領
」へ
の
対
応
状
況
の
進
捗

度
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
（
図
５
）、【
授
業
】

【
教
材
】【
評
価
】の
い
ず
れ
も
95
％
の
高
校

が
対
応
を
計
画
、７
割
以
上
が「
計
画
以
上
・

計
画
通
り
に
進
ん
だ
」と
回
答
、概
ね
順
調

に
新
年
度
を
迎
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
や
入
学
者

選
抜
改
革
へ
の
対
応
が
山
積
す
る
中
、現
場

の
奮
闘
が
う
か
が
え
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に

「
計
画
以
上
・
計
画
通
り
に
進
ん
だ
」割
合

を
み
る
と
、最
も
高
い
の
は
【
授
業
】の
78
％
。

【
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
の
向
上
】を

６
割
が
実
感
。課
題
は
効
果
の
二
極
化

計
画
通
り
・
以
上
に
進
捗
は
７
割
超

【
評
価
】は
25
％
が
計
画
を
縮
小
・
中
止

「新学習指導要領」への対応の進捗度 （全体／各単一回答）図5「新学習指導要領」の
取組にあたり課題のある教科
（全体／3つまでの複数回答）

表1

｢総合的な探究の時間｣への取組による生徒の変化 （「総合的な探究の時間」導入校／各単一回答）図6

計画以上
に進んだ

計画通りに
進んだ

計画より
縮小した

計画して
いたができ
なかった

もともと
計画して
いなかった

無回答

計画以上・
計画通りに進んだ・計

計画していた・計

縮小または
中止した・計 （％）

授業

2022年 教材

評価

計画以上・
計画通りに
進んだ・計

縮小または
中止した・
計

計画して
いた・計

0.2

0.3

0.6

2.7

2.7

2.8

77.9 17.7 95.7

75.1

70.9

20.4

24.6

95.4

95.5

（n＝943）

（n＝943）

77.7

74.8

14.5

16.9

3.2

そう思う やや
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない 無回答

そう思う・計 そう思わない・計

そう思う・
計

そう
思わない
・計

0.3

0.3

0.3

0.3

1.6

0.9

0.9

1.3

11.0

19.8

48.9

37.3

24.7

52.4

46.2

54.6 17.8

37.4

31.2

44.6

54.0

48.7 31.0

24.8

34.1

4.7

1.5

1.8

1.7

7.7

5.5

9.3

4.6

1.7

1.9

1.3

4.4

5.2

3.2

（n＝895）

（n＝895）

（n＝895）

（n＝895）

2022年

2022年

2022年

2022年

（n＝1,079）2021年

（n＝1,079）2021年

（n＝1,079）2021年

（n＝1,079）2021年

基礎的な学力
（知識および技能）
が向上した

思考力・判断力・
表現力が向上した

主体性・多様性・
協働性が向上した

学びに向かう姿勢・
意欲が向上した

53.1

62.0

9.2

6.0

44.0

57.6

11.1

7.0

22.6

28.7

22.5

15.7

61.3

69.8

7.2

4.4

（％）

情報 46.31位
地理歴史 37.22位

数学 25.34位

国語 32.73位

外国語（英語） 23.25位

教科名 1～3番目
合計（％）

70.3 20.8

3.5

1.7

1.9

3.8 1.7

2.8

4.1

8.7 44.4

13.3

12.4

17.4

6.7

11.3

「高校教育改革に関する調査2022」結果詳細はリクルート進学総研Webサイト（https://souken.shingakunet.com/research/）でご覧いただけます。

●探究活動での学びの経験から自
己のキャリア形成を考えるようになっ
ている［東京都／都立／普通科］
●生徒が発表に対する抵抗感が小
さくなった。成果を言語化する能力が
向上した［兵庫県／県立／普通科
と他学科併設］
●主体性の向上を期待したが、結
局やらされていることに変わりなく、
以前よりより受動的になっている感
じがする［静岡県／県立／普通科］
●教員も協働して総合探究の授業
を進めるため、他の校務においても
協力が進んだ［岡山県／県立／普
通科］
●全体計画を立てて取り組んでいる
が、教員の意識・力量に差があり計
画通りに進んでおらず、まだ結果が
見えていない［青森県／県立／総
合学科］
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は
「
志
望
校
や
志
望
分
野
選
び
に
つ
な
が

る
」が
高
い
。「
総
合
型
選
抜
等
、入
学
者
選

抜
に
活
用
で
き
る
」は
進
学
率
40
〜
95
％

未
満
の
高
校
で
高
く
、活
用
方
法
の
違
い
は

あ
れ
ど
も
、進
路
選
択
へ
の
直
接
の
影
響
が

強
く
想
定
さ
れ
て
い
る
。
70
％
未
満
の
群
で

は
「
地
域
や
社
会
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
ま

る
」が
高
く
、地
元
へ
の
貢
献
意
欲
や
就
職

に
つ
な
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。「
自

己
の
生
き
方
・
在
り
方
に
つ
な
が
る
」は
進

学
率
に
よ
る
差
が
な
く
、進
学
・
就
職
を
問

わ
ず
キ
ャ
リ
ア
教
育
的
な
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

探
究
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
複
数
回
答
で
た
ず

ね
た（
図
８
）。
１
位
の「
教
員
の
負
担
の
大

き
さ
」は
導
入
校
の
79
％
が
挙
げ
、突
出
し
て

高
い
。
以
下
２
位「
教
員
間
の
共
通
認
識
不

足
」、３
位「
教
員
の
知
識
・
理
解
不
足
」と

続
き
、教
員
の
課
題
が
上
位
を
占
め
る
。

　

取
組
状
況
別
に
比
較
す
る
と
、「
教
員
の

負
担
の
大
き
さ
」は
取
組
体
制
に
関
わ
ら
ず

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
、一
部
の
教
員
で
」取
り
組
む
学
校
は

課
題
が
多
く
、「
学
校
全
体
で
組
織
的
に
」

取
り
組
ん
で
い
る
学
校
で
は
課
題
が
少
な
い
。

フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
２
で
も
「
教
員
の
協
働
」に

よ
る
変
化
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、一
部
の
教

員
に
任
せ
る
体
制
で
は
な
く
、管
理
職
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
組
織
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
改
善
の
鍵
と
な
り
そ
う
だ
。

て
い
る
。一
方【
基
礎
的
な
学
力（
知
識
お
よ

び
技
能
）】は
向
上
を
感
じ
る
割
合
と
そ
う

思
わ
な
い
割
合
が
共
に
23
％
と
拮
抗
す
る

結
果
と
な
っ
た
。

　

前
回
比
で
は
い
ず
れ
の
項
目
も
「
そ
う
思

う
・
計
」の
ス
コ
ア
が
下
が
り
、【
主
体
性
・
多

様
性
・
協
働
性
】【
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
】【
学
び
に
向
か
う
姿
勢
】は「
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
」の
増
加
が
大
き
い
。
そ
の
要
因

と
し
て
、フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
２
か
ら
は
「
ま
だ

結
果
が
見
え
な
い
」こ
と
や
、生
徒
・
教
員
と

も
積
極
的
な
群
と
「
や
ら
さ
れ
感
」で
受
動

的
な
群
に
分
か
れ
て
二
極
化
し
て
い
る
状
況

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
探
究
活
動
は
、生
徒
の
進
路
選
択

に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
（
図

７
）。
95
％
が「
進
路
実
現
に
つ
な
が
る
」と

感
じ
て
お
り
、提
示
し
た
選
択
肢
は
す
べ
て

４
割
以
上
の
ス
コ
ア
で
多
く
の
影
響
が
感
じ

ら
れ
て
い
る
。
上
位
３
項
目
は「
地
域
や
社

会
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
ま
る
」57
％
、「
総

合
型
選
抜
等
、入
学
者
選
抜
に
活
用
で
き

る
」52
％
、「
志
望
校
や
志
望
分
野
選
び
に
つ

な
が
る
」51
％
。
選
択
肢
が
増
え
た
た
め
前

回
比
は
参
考
値
だ
が
、「
総
合
型
選
抜
等
、

入
学
者
選
抜
に
活
用
で
き
る
」、「
志
望
校

や
志
望
分
野
選
び
に
つ
な
が
る
」が
微
増
し

て
い
る
。

　

大
学
・
短
大
進
学
率
別
に
比
較
す
る
と

特
徴
が
み
ら
れ
、進
学
率
70
％
以
上
の
群
で

「
地
域
や
社
会
へ
の
興
味
・
関
心
」

「
入
学
者
選
抜
活
用
」「
志
望
校
選
択
」

な
ど
進
路
選
択
に
好
影
響

課
題
は「
教
員
負
担
の
大
き
さ
」が
８
割
。

学
校
全
体
の
協
働
が
課
題
解
決
の
鍵

進路指導部等、分掌が主導で
プロジェクト等、一部の教員で

学年や課程・学科・コース単位で
学校全体で組織的に

「総合的な
探究の時間」
取組状況別

2022年 全体

教
員
の
負
担
の

大
き
さ

78.8
78.6
76.2
79.7
85.9

教
員
間
の

共
通
認
識
不
足

53.6
44.2
53.8
65.1
60.9

教
員
の
知
識
・

理
解
不
足

43.9
36.7
48.2
46.4
48.9

評
価
軸
が
な
い
、

評
価
の
方
法
が

不
明
確

37.5
30.8
40.3
40.1
45.7

教
員
の

指
導
力
不
足

36.1
33.4
35.6
38.5
41.3

実
施
時
間
の

不
足

35.6
36.7
34.3
38.5
30.4

定
義
が

あ
い
ま
い

25.4
20.8
29.7
23.4
30.4

生
徒
の
意
欲
や

学
力
の

低
下・
欠
如

18.2
16.2
24.8
14.1
12.0

そ
の
他

 4.1
 3.2
 4.0
 4.2
 7.6

特
に
な
い

 2.3
 3.9
 2.3
 1.0
―

※全体と比較して　■+10ポイント以上高い　■+5ポイント以上高い　■▲5ポイント以上低い　　※全体値の降順にソート

地
域
や
社
会
へ
の

興
味
・
関
心
が

高
ま
る

総
合
型
選
抜
等
、

入
学
者
選
抜
に

活
用
で
き
る

志
望
校
や

志
望
分
野
選
び
に

つ
な
が
る

自
己
の
生
き
方
・

在
り
方
に

つ
な
が
る

前
向
き
な

進
路
選
択
の

態
度
の
醸
成
に

つ
な
が
る

そ
の
他

進
路
実
現
に

つ
な
が
る
と
思
わ
な
い

進
路
実
現
に

つ
な
が
る
・
計

大短進学率別

（n＝943）

（n＝161）

（n＝1,156）

（n＝264）

（n＝211）

（n＝307）

2022年全体

95％以上

2021年全体

70～95％未満

40～70％未満

40％未満

57.4 52.4 51.3 48.7 46.9  1.4  3.9 95.2

49.1 46.0 59.6 47.8 50.3  3.1  3.7 95.7

60.1 50.7 48.6 ＊ 61.2  2.6  1.8 97.9

51.9 62.9 60.6 53.0 51.1  1.9  3.8 96.2

69.2 63.5 53.6 44.5 46.9 ―  2.4 96.7

58.3 39.1 37.5 48.2 41.4  1.0  5.2 93.2

※「2022年 全体」と比較して　■+10ポイント以上高い　■+5ポイント以上高い　■▲5ポイント以上低い　　※「2022年 全体」の降順にソート　　※「＊」は該当の選択肢なし

「探究活動」の生徒の進路選択へのつながりについての考え （全体／複数回答）図7

「総合的な探究の時間」に取り組むにあたっての課題 （「総合的な探究の時間」導入校／複数回答）図8

80

80

100

60

60

40

40

20

20

（％）

（％）

進路実現につながる

（n＝895）

（n＝303）
（n＝308）

（n＝192）
（n＝92）

2022年 全体
2021年 全体

69.2

62.9

63.5

59.6

60.6

49.1

51.9

46.0

39.1 37.5 41.4

2022年 全体
学校全体で組織的に
学年や課程・学科・コース単位で
進路指導部等、分掌が主導で
プロジェクト等、一部の教員で

85.9 60.9 48.9 45.7 41.3 30.4

24.8
65.1

44.2 36.7 30.8

30.4 12.0

0

0
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一
方
、【
生
徒
が
現
在
持
っ
て
い
る
と
思

う
能
力
】の
上
位
は
１
位「
規
律
性
」、２
位

「
傾
聴
力
」、３
位「
柔
軟
性
」で
上
位
の
顔

ぶ
れ
に
変
化
は
な
い
。「
発
信
力
」は
、２
０

１
８
年
比
で
４
P
ス
コ
ア
を
伸
ば
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
伸
長
は
、近
年
の「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
）」の
取
組
の
影
響
が
考
え
ら
れ
、前
述
の

フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
２
の
「
成
果
を
言
語
化
す

る
能
力
が
向
上
し
た
」に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、発
表
や
対
話
の
機
会
が
増
え
た
こ
と
で

の
生
徒
の
変
化
を
感
じ
て
い
る
教
員
も
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、今
回
の
調
査
で
は
【
特
に
必
要
と

さ
れ
る
能
力
】【
生
徒
が
現
在
持
っ
て
い
る
と

思
う
能
力
】と
も
に
〝
チ
ー
ム
で
働
く
力
〞が

伸
び
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
日
々
の

教
育
活
動
の
中
で
、教
員
が
多
様
性
の
進

む
社
会
を
意
識
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

た
だ
【
特
に
必
要
と
さ
れ
る
能
力
】の
上

位
項
目
の
ス
コ
ア
は【
生
徒
が
現
在
持
っ
て
い

る
と
思
う
能
力
】と
の
ギ
ャッ
プ
が
依
然
と
し

て
大
き
い
。こ
れ
ら
の
能
力
を「
ど
う
伸
ば
し

て
い
く
か
」。
新
学
習
指
導
要
領
の
も
と
、自

校
の
生
徒
に
必
要
な
力
を
意
識
し
て
現
場

で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

新
学
習
指
導
要
領
は
〝
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
、自
立
し
た
人
間
と
し
て
多
様
な
他

者
と
協
働
し
な
が
ら
創
造
的
に
生
き
て
い

く
た
め
に
必
要
な
資
質･

能
力
〞を
育
む
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
が
、教
員
は
現
状
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

図
９
は
経
済
産
業
省
で
定
義
さ
れ
て
い
る

「
社
会
人
基
礎
力
」の
12
の
要
素
の
う
ち
、

社
会
で
働
く
に
あ
た
っ
て
【
特
に
必
要
と
さ

れ
る
能
力
】と
【
生
徒
が
現
在
持
っ
て
い
る

と
思
う
能
力
】を
そ
れ
ぞ
れ
３
つ
ま
で
選
ん

で
も
ら
っ
た
も
の
を
経
年
で
比
較
し
た
も
の

で
あ
る
。

  

【
特
に
必
要
と
さ
れ
る
能
力
】の
上
位
を

見
る
と
、１
位「
主
体
性
」51
％
、２
位
は「
課

題
発
見
力
」47
％
、３
位
は
共
に
27
％
で「
実

行
力
」、「
創
造
力
」が
続
く
。
上
位
の
顔
ぶ

れ
は
変
わ
ら
な
い
が
、前
回
か
ら
「
主
体
性
」

が
▲
５
Ｐ
の
一
方
、「
課
題
発
見
力
」は
＋
５

Ｐ
で
、調
査
開
始
以
来
最
高
の
ス
コ
ア
と
な

っ
た
。
ま
た
、順
位
は
上
位
で
は
な
い
も
の
の

〝
チ
ー
ム
で
働
く
力
〞の
多
く
の
ス
コ
ア（「
柔

軟
性
」「
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
」「
情
況

把
握
力
」「
傾
聴
力
」「
規
律
性
」）が
前
回

比
で
伸
び
て
い
る
。

必
要
な
力
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
２
は

「
主
体
性
」と「
課
題
発
見
力
」。

「
課
題
発
見
力
」は
過
去
最
高
ス
コ
ア

持
っ
て
い
る
力
の
１
位
は「
規
律
性
」。

「
発
信
力
」が
徐
々
に
伸
長

社会で働くにあたって【特に必要とされる能力】と【生徒が現在持っていると思う能力】 （全体／3つまでの複数回答）図9
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※2022年の「特に必要とされる能力」の降順にソート

※前に踏み出す力（アクション）：
　主体性、働きかけ力、実行力

　考え抜く力（シンキング）：
　課題発見力、計画力、創造力

　チームで働く力（チームワーク）：
　発信力、傾聴力、柔軟性、
　情況把握力、規律性、
　ストレスコントロール力
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16.8
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34.0
34.7
33.8

26.5
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5.3
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18.3
15.9
15.6

17.6
14.7
19.2

11.7
10.6
10.3

0.1

0.2

55.1
57.9

54.3

【主体性】
物事に進んで取り組む力

【柔軟性】
意見や立場の違いを理解する力

【働きかけ力】
他人に働きかけ巻き込む力

【課題発見力】
現状を分析し、目的や課題を明らかにする力

【発信力】
自分の意見をわかりやすく伝える力

【計画力】
課題の解決に向けたプロセスを明らかにし、準備する力

【実行力】
目的を設定し確実に行動する力

【ストレスコントロール力】
ストレスの発生源に対応する力

【傾聴力】
相手の意見を丁寧に聞く力

【創造力】
新しい価値を生み出す力

【情況把握力】
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

【規律性】
社会のルールや人との約束を守る力

ひとつもあてはまるものはないー
11.9

9.1
11.2

2022年 全体
2021年 全体
2018年 全体

2022年 全体
2021年 全体
2018年 全体

0 0

生徒が将来社会で働くにあたり「特に必要とされる能力」 「生徒が現在持っている」と思う能力2022年 全体（n=943）
2021年 全体（n=1,156）
2018年 全体（n=1,203）

「高校教育改革に関する調査2022」結果詳細はリクルート進学総研Webサイト（https://souken.shingakunet.com/research/）でご覧いただけます。45 2023 JAN. Vol.445



下
」47
％
、５
位【
生
徒
】「
職
業
観
・
勤
労
観

の
未
発
達
」46
％
で
あ
っ
た
。上
位
の
顔
ぶ
れ

に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、い
ず
れ
も
ス
コ
ア

は
前
回
と
同
率
あ
る
い
は
上
昇
。「
教
員
が

進
路
指
導
を
行
う
た
め
の
時
間
の
不
足
」

（
＋
６
Ｐ
）、「
入
学
者
選
抜
の
多
様
化
」（
＋

7
Ｐ
）は
特
に
増
加
し
て
い
る
。

　

逆
に
前
回
比
で
大
き
く
減
っ
て
い
る
の
は
、

【
進
路
環
境
】「
産
業
・
労
働
・
雇
用
環
境
の

変
化
」（
▲
９
Ｐ
）、「
高
卒
就
職
市
場
の
変
化
」

　

今
回
の
結
果
か
ら
は
、近
年
続
い
て
い
る

大
き
な
変
化
へ
の
対
応
に
力
を
尽
く
し
て

き
た
、各
高
校
の
先
生
方
の
前
向
き
な
意

識
と
、生
徒
の
た
め
に
真
摯
に
取
り
組
む
が

故
の
負
荷
の
高
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

ア
フ
タ
ー
／
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
応
に
も
慣
れ

て
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
今
、新
し
い
入
学
者

選
抜
も
２
回
の
経
験
を
重
ね
、よ
う
や
く
新

学
習
指
導
要
領
の
理
念
に
腰
を
据
え
て
対

応
で
き
る
時
を
迎
え
ら
れ
る
時
期
が
来
た
。

今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
利
点
を
生
か
し
な
が

ら
、教
員
の
負
荷
を
軽
減
し
、生
徒
の
生
き

る
力
を
育
む
教
育
に
向
け
た
試
行
錯
誤
を

続
け
、改
革
に
向
け
た
歩
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
本
誌
が
経
年
で
追
い
続
け
て
い
る

「
進
路
指
導
上
の
課
題
」を
見
て
み
よ
う

（
図
10
）。１
位【
学
校
】「
教
員
が
進
路
指
導

を
行
う
た
め
の
時
間
の
不
足
」63
％
、２
位

【
進
路
環
境
】「
入
学
者
選
抜
の
多
様
化
」

55
％
、３
位【
生
徒
】「
進
路
選
択
・
決
定
能

力
の
不
足
」52
％
、４
位【
生
徒
】「
学
力
低

（
▲
６
Ｐ
）。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
急
激
な
雇
用
環

境
の
変
化
を
経
て
落
ち
着
い
た
就
職
指
導

は
、困
難
さ
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
の
経
年
比
較
で
は
【
進

路
環
境
】「
仕
事
や
働
く
こ
と
に
対
す
る
価

値
観
の
変
化
」（
30
％
↓
34
％
↓
39
％
）、【
生

徒
】「
職
業
観
・
勤
労
観
の
未
発
達
」（
42
％

↓
44
％
↓
46
％
）が
増
加
し
続
け
て
お
り
、

職
業
観
を
育
む
指
導
の
難
し
さ
は
年
々
増

し
て
い
る
。
ま
た
【
保
護
者
】「
保
護
者
が
干

渉
し
す
ぎ
る
こ
と
」「
進
路
環
境
変
化
へ
の

認
識
不
足
」も
経
年
で
伸
び
続
け
て
お
り
、

生
徒
、保
護
者
の
価
値
観
の
変
化
へ
の
対
応

は
大
き
な
課
題
と
い
え
そ
う
だ
。

＊

「
教
員
の
時
間
不
足
」「
入
試
の
多
様
化
」

「
生
徒
の
決
定
能
力
不
足
」が
上
位

20 40 60 80

進路指導上の課題 （全体／複数回答）図10

進路選択・
決定能力の不足

学力低下

職業観・勤労観の
未発達

学習意欲の低下

規範意識・
道徳意識の低下

生徒の問題・その他

進路環境変化への
認識不足

保護者が
干渉しすぎること

家庭・家族環境の悪化：
家計面について

子どもに対する
過剰な期待

子どもに対する無関心・
放任

家庭・家族環境の悪化 ：
家計以外の面 について

学校や教員への非協力

保護者の問題・その他

教員が進路指導を
行うための時間の不足

旧態依然とした
教員の価値観

校内連携の不十分

教員の実社会に関する
知識・経験不足

教員の意欲・能力不足

生徒との
コミュニケーション不足

学校の問題・その他

入学者選抜の多様化

仕事や働くことに対する
価値観の変化

産業・労働・雇用環境の
変化

上級学校の学費高騰

入学者選抜の易化

高卒就職市場の変化

進路環境の問題・
その他
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※カテゴリーごとに「2022年 全体」の降順にソート
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